
                           1, 研究背景
近年、インターネットの普及と読書離れにより、若者が

活字に触れる機会は少ない。

読書は、私たちの読解力や想像力を豊かにする。

まずは前高生に向け、本校の図書室の利
用率を上げたいと思った。

2, 仮説

本の感想を共有することのできる掲示板サイ
トを作成すれば、読書に対する意欲や興味を
引き出せるのではないか
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３, 研究方法
①図書室の利用を促すために、実際に前高生が読んだ本
の感想を共有できるようなサイトを Googleサイトを用いて
作成する

②アプリ運用前後の利用者の増減から仮説検定を行う
（図書室の利用者数は月によっての偏りがあるので、年度
別に増減を調べる）

4, 反省
サイトを作成することはできたが実装には至らな
かった。また、サンプルが少ないので、「本の感想
を探す」というこのサイトの目的を果すまでの時間
が多くかかってしまうことが予想される

５, 今後の展望

今回作成したサイトは本の感想の収集、検索結果の
表示が主であり、運営自体は難しくない。そのため、
今後は利用者のデータを基に仮説の検証を行う必要

がある。
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読書啓発のための Webサイトの提案
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